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　市民の皆さんに納めていただいた税金がどのように使われているか、市の財政がどのよ
うな状況にあるのかをお知らせするため、財政事情を公表します。

◎問い合わせ　財政課　財政係　☎37-0101

平成29年度　決算の状況
一般会計歳入：170億2,190万円� 対前年度比：22億1,238万円増加

一般会計歳出：167億4,936万円� 対前年度比：22億2,898万円増加

地方債、基金繰入金、国庫・県支出金の増加
　前年度から増加した主な要因は、新庁舎
建設事業、神埼町保健センター等整備事業
などに対する地方債および基金からの繰入
金の増加、臨時福祉給付事業補助金、地方
創生拠点整備交付金などによる国庫支出金
の増加などがあげられます。
　自主財源29.4％、依存財源70.6％と、
行政サービスの多くが依存財源で賄われて
いる状況です。市の財政運営は国・県の動
向により大きく左右され、今後、地方交付
税が減少していく中で、厳しい財政状況に
なることが予想されます。
　今後も自主財源の更なる確保と歳入に見
合った歳出を基本とし、安定した財政運営
に努めます。

大型事業の本格化、扶助費および積立金の増加
　前年度から増加した主な要因は、新庁舎
建設事業や神埼町保健センター等整備事
業、王仁博士顕彰公園整備事業など大型事
業の増加に加え、小・中学校、高校生等医
療費助成事業や強い農業づくり交付金事業
の実施、ふるさと寄附金基金への積立金の
増加があげられます。
　将来の財政負担を軽減するため、地方債
残高の一部を一括して返済する「繰上償還」
を行い約717万円の経費節減を図りました。

財
政
事
情
公
表

自主財源：市が自主的に調達できる収入
依存財源：国、県から交付される財源や地方債

義務的経費：支出が義務づけられ毎年支出しなくてはならない経費
投資的経費：道路の整備、公共施設の建設や大規模改修など支出の
　　　　　　効果が資本形成に向けられる経費

繰入金 これまで積み立てた基金など
から繰り入れる財源

地方交付税
すべての地方公共団体が、等
しく行政サービスを提供でき
るよう国から交付されるもの

国庫･県支出金 特定の事業に対する国･県から
の補助金など

地方債 財政上必要とする資金を外部
から借入れるもの

扶助費

社会保障制度の一環として生
活困窮者や身体障がい者等の
生活を保障するために支出さ
れる経費

普通建設事業費 道路、橋梁、学校など公共施
設の建設事業に要する経費

補助費等 市から他の地方公共団体等に
行政上の目的で交付する経費

歳入

自主財
源依

存
財
源

29.4％

70.6％

分担金･負担金
2億6,680万円

使用料･手数料
1億7,298万円

寄附金、財産・諸収入
4億1,706万円

地方交付税
48億9,203万円

地方税
33億8,256万円

国庫支出金
18億9,461万円

地方債
28億9,010万円

県支出金
15億3,646万円

繰入金
4億7,727万円

繰越金
2億8,914万円

地方譲与税
1億5,566万円

各種交付金
6億4,723万円

義

務
的
経
費

その

他
経
費

42.5％
33.5％

公債費
20億5,131万円

普通建設事業費
39億6,745万円

人件費
21億7,133万円

扶助費
29億123万円

積立金
4億1,159万円

出資・投資・貸付金
3,200万円

補助費等
18億6,680万円

物件費
15億9,853万円

維持補修費
6,250万円

災害復旧事業費
5,746万円

繰出金
16億2,916万円

投資的経費
24.0％

歳出
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平成30年度　予算の状況
一般会計予算総額：155億8,136万円

基金（貯金）の状況

一般会計の主な事業

地方債（借金）の状況

（単位：千円）
区　　　分 当初 補正 補正後

一 　 般 　 会 　 計 5,560,058 22,156 5,582,214
特 　 別 　 会 　 計 460,326 51,735 512,061
合 　 　 　 計 6,020,384 73,891 6,094,275

市民一人あたりの基金残高・・・約19万円

（単位：千円）
区　　　分 当初 補正 補正後

一 　 般 　 会 　 計 15,778,111 487,600 16,265,711
特 　 別 　 会 　 計 6,847,226 3,600 6,850,826
合 　 　 　 計 22,625,337 491,200 23,116,537

市民一人あたりの地方債残高・・・約73万円

【総務企画部】
・新庁舎建設事業 8億9,210万円
・神埼市・吉野ヶ里町葬祭組合負担金 3億3,991万円
・脊振町複合施設建設事業 1億7,082万円
・ふるさと納税推進事業 4,586万円
・定住促進対策事業 4,005万円

【産業建設部】
・農業基盤整備促進事業 3億2,090万円
・多面的機能支払交付金事業 2億505万円
・道路橋梁新設改良事業（国庫補助事業） 1億9,222万円
・さが園芸農業者育成対策事業 1億846万円
・クリーク防災機能保全対策事業 7,587万円

【市民福祉部】
・障害者自立支援給付事業 6億6,816万円
・私立・管外保育所等運営事業 6億5,528万円
・保育所・認定こども園施設整備事業 8,354万円
・佐賀東部環境施設組合負担金 7,240万円
・小・中学生、高校生等医療費助成事業 6,619万円

【教育委員会】
・小学校・中学校教育ＩＣＴ振興事業 4,292万円
・放課後児童クラブ事業  4,040万円
・神埼市小中学校英語教育推進事業 2,600万円
・旧古賀銀行神埼支店活用整備事業   2,326万円
・自治公民館建設事業補助金 1,526万円

財
政
事
情
公
表

歳入

自主財
源依

存
財
源

31.2％

68.8％

分担金・負担金
1億1,429万円

使用料・手数料
2億6,056万円

寄附金、財産・諸収入
3億23万円

地方交付税
46億3,393万円

地方税
32億9,790万円

地方債
24億2,390万円

県支出金
13億7,635万円

繰入金
6億9,255万円

繰越金
1億9,828万円

地方譲与税
1億4,700万円

各種交付金
6億1,806万円

歳出

総務費
29億4,220万円

国庫支出金
15億1,831万円

議会費
1億7,059万円

民生費
50億3,810万円農林水産業費

13億4,656万円

土木費
8億8,845万円

消防費
6億5,169万円

教育費
10億2,985万円

公債費
18億4,534万円

災害復旧費
3,231万円

労働・商工費
2億2,463万円

その他
2,012万円

衛生費
13億9,152万円

（９月定例議会後）

※地方債残高には、合併特例事業債や過疎対策事業債など地方交付税で後年度財源
措置される分が約６割見込まれ、実質的な市の負担は約４割となります。今後も
有効かつ効果的な地方債（市債）を活用した財政運営に努めます。

実質的には市民一人あたり

約30万円 ※
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市長の部屋

人
口
減
少
へ
の
対
処
に
思
う
こ
と

　

国
内
人
口
の
急
激
な
少
子
高
齢

化
に
つ
い
て
は
周
知
の
こ
と
で

す
。
国
は
、
人
口
減
少
に
歯
止
め

を
か
け
る
と
と
も
に
、東
京
圏
（
大

都
市
）
へ
の
人
口
集
中
を
是
正
し

て
、
全
国
各
地
域
社
会
の
保
持
、

振
興
を
図
る
べ
く
、
平
成
26
年
に

「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
長

期
ビ
ジ
ョ
ン
」
お
よ
び
「
ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」

を
策
定
し
ま
し
た
。
本
市
に
お
き

持
っ
て
支
援
し
て
ほ
し
い
と
思
う

と
こ
ろ
で
す
。

　

人
口
の
減
少
に
反
し
て
年
間
85

世
帯
が
増
加
し
て
お
り
、
核
家
族

化
は
ま
だ
ま
だ
進
行
し
て
い
ま
す
。

一
世
帯
の
家
族
数
は
平
均
３
．
１

５
人
か
ら
２
．
７
０
人
に
推
移
し

て
い
ま
す
。
家
族
人
数
が
減
少
し

て
の
在
宅
介
護
、
在
宅
医
療
が
求

め
ら
れ
る
今
の
社
会
に
、
疑
問
を
覚

え
て
し
ま
う
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。

　
「
ス
ー
プ
の
冷
め
な
い
距
離
」

が
謳
わ
れ
て
久
し
く
な
り
ま
す

が
、
子
ど
も
の
幸
せ
を
考
え
る
と

き
、
三
世
代
同
居
と
は
言
い
ま
せ

ん
が
、
同
一
集
落
に
三
世
代
が
住

む
こ
と
で
、
高
齢
者
の
不
安
解
消

と
保
護
者
に
と
っ
て
の
子
育
て
支

援
、
躾
教
育
、
経
済
性
な
ど
多
く

の
利
点
が
あ
る
の
で
は
と
思
い
ま

す
。
た
だ
し
、
よ
く
課
題
に
挙
げ

ら
れ
る
嫁
姑
問
題
を
無
視
す
る
も

の
で
は
な
く
、
よ
く
よ
く
協
議
と

合
意
が
前
提
で
は
あ
り
ま
す
が
、

三
世
代
も
し
く
は
四
世
代
が
と
も

に
元
気
で
笑
顔
が
あ
ふ
れ
る
ま
ち

が
創
造
で
き
れ
ば
と
思
う
と
こ
ろ

で
す
。

　
　
神
埼
市
長

松
本
　
茂
幸

ま
し
て
も
、
人
口
の
減
少
と
高
齢
化

は
以
前
に
も
お
知
ら
せ
し
た
と
こ
ろ

で
す
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
年
間
平
均
１
７

５
人
も
の
人
口
が
減
少
し
て
い
ま

す
。
こ
の
こ
と
を
数
値
的
に
の
み
見

る
と
、
合
併
後
の
累
計
２
，１
０
０

人
の
減
少
は
、
最
大
の
神
埼
町
本
堀

地
区
を
優
に
超
え
て
お
り
、
ま
た
、

人
口
の
小
さ
い
集
落
か
ら
27
地
区
が

消
滅
し
て
し
ま
っ
た
と
思
え
ば
、
本

当
に
深
刻
な
事
態
で
あ
り
ま
す
。
他

人
事
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
現
実
に
地
区
人
口
１
７
５

人
前
後
の
地
域
を
見
て
み
ま
す
と
、

神
埼
町
の
鶴
東
地
区
、
千
代
田
町
の

乙
南
里
、
下
神
代
、
お
よ
び
境
原
地

区
、
脊
振
町
で
は
広
滝
西
地
区
が
該

当
し
、
そ
の
人
口
規
模
の
地
域
が
毎

年
１
地
区
無
く
な
っ
て
い
る
こ
と
と

同
じ
人
口
減
少
が
生
じ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
、
市
報
７
月
号
で
「
定
住
促

進
と
企
業
誘
致
～
人
口
減
少
に
歯
止

め
を
～
」と
題
し
て
お
知
ら
せ
し
た
、

次
の
基
本
項
目
を
掲
げ
、
人
口
減
少

対
策
に
努
め
て
お
り
ま
す
。

①
企
業
誘
致　

②
歴
史
遺
産
を
活
用
し
た
観
光
拠
点

整
備　

③
子
育
て
支
援　

④
市
民
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

　

現
に
、
企
業
誘
致
に
つ
い
て
は
、

平
成
29
年
度
７
社
、
今
年
度
１
社
の

誘
致
が
で
き
、
雇
用
２
３
０
人
（
市

内
雇
用
１
４
５
人
）
の
仕
事
場
の
確

保
が
で
き
ま
し
た
。　

　

ま
た
、
観
光
拠
点
と
し
て
は
王
仁

博
士
顕
彰
公
園
が
完
成
、
こ
れ
か
ら

の
誘
客
と
経
済
活
動
の
如
何
が
問
わ

れ
、
積
極
的
市
民
活
動
の
参
画
と
効

果
を
期
待
す
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

全
国
の
自
治
体
で
は
、
人
口
減
少

に
対
す
る
定
住
促
進
を
図
る
べ
く
他

市
町
村
か
ら
の
定
住
と
転
出
防
止
な

ど
に
専
念
、
努
力
し
、
そ
の
競
争
が

行
わ
れ
て
い
る
状
況
で
す
。
他
市
町

村
か
ら
の
移
住
を
図
れ
ば
図
る
ほ

ど
、
転
出
さ
れ
た
自
治
体
は
人
口
減

少
に
拍
車
が
か
か
り
、
大
変
な
こ
と

に
な
る
わ
け
で
す
。
そ
の
た
め
、
国

が
全
国
ど
こ
で
で
も
健
全
で
安
心
で

き
る
子
育
て
が
で
き
る
よ
う
責
任
を

《
市
長
の
部
屋
》

◎神埼市の人口・世帯数の推移
18年
３月末

30年
３月末

増減 年間変動値

人口 33,890人 31,790人 －2,100人 -175人/年

世帯数 10,754世帯 11,779世帯 +1,025世帯 +85.4世帯/年

平均
家族数

3.15人/世帯 2.70人/世帯 -0.45人/世帯 -0.04人/世帯

◎市内地区人口・世帯の現状（人口順位）※平成30年3月末現在
順位 地区 人口 世帯 平均家族 順位 地区 人口 世帯 平均家族
１ 本堀 1,785 684 2.61 112 藤東 73 22 3.32
２ 犬の目 1,118 391 2.86 〃 快楽 73 30 2.43
３ 小津ヶ里 1,025 353 2.90 〃 中津 73 28 2.61
４ 下西 842 296 2.84 115 小鹿 71 20 3.55
５ 姉 724 262 2.76 116 野田 69 22 3.14
６ 駅ヶ里 690 269 2.57 117 頭服 67 32 2.09
７ 鶴西 638 285 2.24 118 仁戸田 60 19 3.16
８ 的 632 212 2.98 119 野寄 42 13 3.23
９ 下犬童 606 200 3.03 120 池辺田 39 15 2.6
10 上犬童 586 203 2.89 121 戸井土 26 9 2.89

◎175人前後の集落 ※平成30年3月末現在
順位 地区 人口 世帯 平均家族

63 乙南里 184 52 3.54

〃 下神代 184 58 3.17

65 広滝西 177 64 2.77

66 境原 173 66 2.62

67 鶴東 166 63 2.63


